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別添１ 

 

第七中学校校舎等整備基本設計（案）に係る説明会等の実施結果について 

 

 

1 開催日時及び会場、参加人数   

 日 時 会 場 参加人数 

 １１月 14 日(木) １８時３0 分から２０時００分まで 江古田区民活動センター  １６人 

 １１月 1７日(日) １０時０0 分から１１時３０分まで 沼袋区民活動センター  ４人 

 

2 説明会等で寄せられた主な質問・意見について 

  意見の概要 回答 

 1 

令和５年１１月実施の基本構想・基本計画

（案）の地域説明会時から主に変更した点

はどこか。 

主な変更点は３点。①正門の位置を東側から

西側に変更している。東側は水害ハザードマッ

プにて水深 0.5ｍ～1.0ｍであり、かつ緊急車

両の動線でもあることから、西側に変更してい

る。②敷地北側の屋外倉庫等の位置を東側か

ら中央付近に変更している。近隣の方からの

「倉庫上に乗って近隣宅を覗かれる可能性が

ある、また、不審者が隠れやすく防犯上の心配

がある」という意見を踏まえ変更している。③

校舎の両側にあった屋外階段を取り止め、校

舎内部に階段を配置変更している。屋外階段

から近隣宅への視線や騒音を考慮して変更し

ている。 

 ２ 

HP における、令和５年１１月実施の基本

構想・基本計画（案）の地域説明会時の

質疑応答記録等の掲示場所がわかりにく

い。 

HP における情報の掲示方法については、関

係所管と検討していく。 
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 ３ 
新校舎は現校舎と比較して、面積等の施

設概要はどのように変化しているのか。 

①延床面積 

 現校舎：約 6,000 ㎡ 

 新校舎：約 9,800 ㎡ 

②校庭面積 

 現校舎：約 4,６00㎡ 

 新校舎：約 4,000 ㎡ 

 ４ 第七中学校を建て替える理由は何か。 
中野区では小中学校の建物の耐用年数を約

70 年と設定し、改築計画を進めているため。 

 ５ 

屋上のプールについて、熱中症対策はど

のように考えているのか。また、生徒達の

騒音対策として、プールを屋根や壁で囲う

ことはできないのか。 

①熱中症対策として、庇やプール全面に開閉

式のテント膜を屋根状に設置する想定をして

おり、日差しや視線の対策に効果が期待でき

る。②プールを屋根や壁で囲うことは、費用が

高くなることから想定していない。 

 ６ 
部室はあるのか。部活動の用具をどこに

置いておくのか。 

①現校舎に部室はなく、新校舎でも整備しな

い。②部活動の用具について、屋外倉庫等に

収納することを想定している。 

  ７ 
人工芝の暑さ対策はどのように考えてい

るのか。 

新校舎では、校庭にスプリンクラーを設置する

ことによる暑さ対策を想定している。 

  ８ 

一足制での運用とのことだが、雨が降った

場合の靴についた泥等への対応は考えて

いるのか。 

昇降口付近にマット等を設置し、泥等の校舎

への侵入を防ぐことを想定している。 
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 ９ 

敷地北側の屋外トイレはどのような時に利

用するのか。臭気対策はどのように考えて

いるのか。 

①敷地北側の屋外トイレは、部活動や校庭を

地域開放した時の利用を想定している。②窓

は設置せず、トイレ上部に排気ダクトを設け、

北側には排気しないような仕様を想定してい

る。 

 １０ 

敷地東側の門は給食の搬入車両が主に

利用するということか。敷地北側の門はど

のような運用を想定しているのか。 

①敷地東側の門は、基本的に給食の搬入車

両が利用する。災害時には、避難経路にもなり

うる。②敷地北側の門は、生徒の出入りは考

えていない。職員の通用口を想定しているが、

具体的には未定である。 

 １１ 

生徒達の騒音対策として、校舎北側のバ

ルコニーについて、休憩時間には生徒が

経常的に利用することを想定しているの

か。また、防音のための屋根又は壁を設

置することはできないか。 

①学校の運用にもよるが、3 階以上のバルコ

ニーを経常的に生徒が利用することは想定し

ていない。②バルコニーの仕様については、今

後の設計作業の中で検討していく。 

 １２ 
外構付近にはどのような騒音対策を想定

しているのか。 

①敷地北側の近隣との境界付近に高さ約２ｍ

の防音フェンスの設置を予定している。②敷地

東側の道路沿いにはメッシュフェンスの設置を

予定している。 

 1３ 
敷地東側の道路沿いのメッシュフェンスを

防音フェンスにすることは可能か。 

法令上問題ないか確認しながら、学校意見も

踏まえ検討していく。 

 1４ 
解体、新築工事の時期はいつか、工事搬

入車両はどこから敷地に進入するのか。 

①解体、新築工事は令和８年度から令和１１年

度中を想定している。②搬入車両がどこから

進入するかは、現時点では未定である。これか

らの設計作業で具体的に検討していく。 
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 1５ 
設計はこれで確定か。次回の説明会はい

つ頃を予定しているのか。 

①基本設計については、概ねこのプランで確

定となる。②次回の説明会について、令和７年

度の前半に中高層の説明会を予定している。 

 1６ 日影図を公表することはできないのか。 

日影図は現時点においては検討段階のもので

ある。今後、中高層の説明会で策定したもの

を公表する予定である。 

 1７ 

代替校舎に通学するにあたり、交通量の

多い信号機のある横断歩道がいくつある

か把握しているか。中学生には通学路と

いうものがないが、どのルートを通学ルー

トとして想定しているのか。 

①交通量の多い横断歩道を把握していない。

②中学生に通学路はないことから、推奨する

通学ルートは考えていない。 

 １８ 

代替校舎という土地勘のない所に生徒を

通学させることについて、区として、安全

配慮義務があるのではないか。どのように

生徒の安全を担保するのか。 

中学校は通学路を定めていないが、代替校舎

通学時に各小学校で実施している「通学路安

全合同点検」と同様の点検を実施すべきかに

ついて、学校や関係機関と協議し、検討する。 

 １９ 

代替校舎への通学において、バスを利用

するにあたり、助成金等はないのか。ま

た、バスを利用すると申請した場合は、日

によって徒歩通学することはできないの

か。 

①バス等公共交通機関を利用する場合は従

来どおり自己負担となる。②通学時にバス利

用を認めた場合でも、日によって通学方法を

変更していただいて構わない。ただし、生徒が

どのような手段で登下校するのか、家庭内で

話し合っていただきたい。 

 ２０ 
資料にある 2.１㎞という表示は直線距離

ということか。 
実際に歩く道のりの距離である。 
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 ２１ 

区が、他区と調整し、生徒が他区の中学

校に通学できるように検討していただけな

いか（指定校変更）。代替校舎に通学する

ことになり、通学距離、時間が長くなること

を懸念している。 

指定校変更の承認基準については、毎年度策

定しているところ。今後、他区への指定校変更

の可否について、聞き取りを実施したいと考え

ている。 

 ２２ 

代替校舎の改修内容はどのようなものを

想定しているのか。プールの深さは小学

生仕様のままか。 

①手洗い場やバスケットゴール等、小学生仕

様のものを中学生仕様に改修する予定であ

る。既存の校舎を活かしたうえで、配管等、見

えない部分の改修や給食室を主に実施する予

定である。②プールの深さは小学生仕様のま

まである。 

 ２３ 
代替校舎の校庭面積は現校舎と比較して

狭くなる。部活動等に影響はないのか。 

現校舎でも一部の部活動については近隣の

公園で実施していると聞いている。運用面で

の話になるので、基本的に、代替校舎が供用

開始となってから、学校側での検討となる。 

 ２４ 

代替校舎にて、近隣の公園や体育館で部

活動を実施することになった場合、優先的

な利用等、利用を優遇することは可能か。 

供用開始後、運用してみて学校から依頼があ

れば、関係所管課と検討していく。 

 ２５ 

代替校舎の改修内容は、今後、地域、保

護者、児童及び生徒に説明する予定なの

か。 

他の代替校舎の改修工事では、説明していな

い。しかしながら、今回いただいたご意見を踏

まえ、学校側と相談する等して検討していく。 

 ２６ 

議事録を公開することはできないか。ま

た、今回の説明会で、新校舎、代替校舎

に関して検討事項になっているものにつ

いては、いつ頃回答を得られるのか。 

①議事録については、要点記録を作成し、議

会報告をしたうえで、HP に公開する予定であ

る。②学校（児童、生徒）への周知、令和７年

度前半に実施予定の中高層の説明会、個別

での対応等、回答時期、回答方法について検

討していく。 

 




